
【地域課題ﾃﾞｰﾀ活用実証】

広域外部ｱﾌﾟﾘ連携回遊実証 ： 外部のﾓﾊﾞｲﾙｱﾌﾟﾘ(ANA Pockt)と連携してまちあるき誘導情報を発信と回遊効果の実証
地域課題ﾃﾞｰﾀ活用実証 ： 当該ｱﾌﾟﾘ利用者ﾃﾞｰﾀや既存人流ｶﾒﾗﾃﾞｰﾀを活用し、地域のイベント主催者や商店の課題を解決する実証

広域アプリ連携で拠点施設からまちなかへの人流波及事業（岡崎スマートコミュニティ推進協議会）

実証実験の内容 実証実験で得られた成果・知見

・本事業を踏まえ、コンソ負担等により地域データ活用の取組みを継続していく。
・地域が気軽に閲覧できる簡易なダッシュボードの整備を行う。

今後の予定

■実証実験の概要・目的

• まちなかｳｫｰｶﾌﾞﾙ推進
• 民間投資の誘導・加速
• ﾃﾞｰﾀ活用事例の構築

■都市課題
• ﾓﾊﾞｲﾙｱﾌﾟﾘ連携で回遊促進
• 同ｱﾌﾟﾘ、既存ｶﾒﾗ等の回遊ﾃﾞｰﾀ分析
• まちづくり担い手によるﾃﾞｰﾀ活用実証

■解決方策
• ｱﾌﾟﾘ回遊ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ達成者数1,000人
• 回遊ﾃﾞｰﾀ取得人数7,000人
• ﾃﾞｰﾀ活用課題3件
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【回遊実証】 【回遊実証】

ｲﾍﾞﾝﾄ会場以外へ
まちなか回遊確認

拠点間回遊確認

県外流入等も確認

【地域課題データ活用実証】
公共空間ｲﾍﾞﾝﾄ人流の恩恵を沿道店舗波及で エリア価値向上＜回遊ﾙｰﾄ設定＞

・保有ﾃﾞｰﾀの分析
・ｲﾍﾞﾝﾄ情報整理

＜誘導情報発信＞

ANAPockt
ｱﾌﾟﾘｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

＜ﾃﾞｰﾀ活用＞

回遊効果検証

地域課題活用

ANA Pocktﾃﾞｰﾀ
経路・居住地・性・年代

既存人流ｶﾒﾗﾃﾞｰﾀ
人数・性・年代

店舗ﾃﾞｰﾀ
来店者数・売上・単価

対策検討課題例

公共空間ｲﾍﾞﾝﾄの
まちなか波及促進

公共空間ｲﾍﾞﾝﾄの
人流増を活かし

沿道店舗の
売上増加

新商品開発ﾃﾞｰﾀ分析

• ｲﾍﾞﾝﾄ父子多い
• 客単価増の余地
• ﾃｲｸｱｳﾄ売上弱

方針決定
・新商品開発
・子連ﾊﾟﾊﾟﾀｰｹﾞｯﾄ
・単価・満腹感高め
・ﾃｲｸｱｳﾄ強化

効果測定

公共空間ｲﾍﾞﾝﾄ人流の恩恵を沿道店舗へ波及するｴﾘｱ価値の向上

地域データ活用を育む継続性と簡易ﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞ整備の必要性

成果

課題

継続チャレンジ
店舗ｱｲｷｬｯﾁ改善 ・ ｲﾍﾞﾝﾄ出店者ﾃﾞｰﾀ共有で仕入改善

売上増


